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公契約法の実現をめざす大阪懇談会総会&学習会
12月10日（日）14：00～　グリーン会館２階ホール

第25回パート・非常勤・ヘルパー派遣労働者のつどい
12月３日（日）13：30～　国労大阪会館３階大会議室

なかまづくり大宣伝
12月２日(土）10:30～12:00　阪急:箕面駅

秋季年末闘争
本番！

生協労連おおさかパルコープ労組秋闘の事前交渉

好クリーン好クリーン好クリーン好クリーン好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

☎ 06-6357-6462  ⒝ 06-6357-1065大阪労連共済事務局 大阪労連共済は自治労連・大教組・国公労連・医労連・福保労の各共済とは制度が違います。

大阪労連

共済 .どっと来む 151 入院＋安静休業入院＋安静休業がが７日以上７日以上ならなら必必ずず申請申請をを
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©2023 映画「翔んで埼玉」製作委員会

「
ゴ
ジ
ラ-1.0

」

「
翔
ん
で
埼
玉 

琵
琶
湖
よ
り
愛
を
こ
め
て
」

ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
は
大

空
襲
の
た
め
に
焼
け
野
原
と

な
り
、
家
族
も
家
も
全
て
失

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
力
強
く
生
き
て
い
る
大

石
典
子（
浜
辺
美
波
）に
出
会

い
ま
す
。
戦
争
を
生
き
延
び

た
人
々
が
復
興
を
め
ざ
し
て

い
る
さ
な
か
、
戦
艦
の
砲
弾

に
も
び
く
と
も
し
な
い
、
圧

倒
的
な
力
を
持
っ
た
巨
大
怪

獣
ゴ
ジ
ラ
が
出
現
し
、
破
壊

の
限
り
を
尽
く
し
ま
す
。
敗

戦
で
武
装
解
除
さ
れ
た
日
本

で
、
ゴ
ジ
ラ
に
抗
う
術
を
模

索
し
ま
す
が
…
。
他
の
出
演

は
、
山
田
裕
貴
、
青
木
崇
高

な
ど
が
脇
を
固
め
ま
す
。

「
ゴ
ジ
ラ
」の
生
誕
70
周
年

記
念
に
ふ
さ
わ
し
く
、
戦
争

の
悲
惨
さ
、
核
兵
器
の
罪
も

描
き
つ
つ
、「
生
き
る
」た
め

　
「
ゴ
ジ
ラ-1.0

」

の
主
人
公
敷
島
浩

一
（
神
木
隆
之

介
）
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
で
心
に

大
き
な
傷
を
負
い

実
家
に
辿
り
着
き

に
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
未
来

に
立
ち
向
か
う
人
々
の
姿
を

描
い
て
い
る
作
品
で
す
。
11

月
３
日
よ
り
劇
場
公
開
中
。

　

「
翔
ん
で
埼
玉　

琵
琶
湖

よ
り
愛
を
こ
め
て
」
は
、
埼

玉
自
虐
ネ
タ
満
載
の
魔
夜
峰

央
の
ギ
ャ
グ
漫
画
の
実
写
映

画
の
第
２
弾
で
す
。
東
京
行

の
通
行
手
形
を
廃
止
し
た
埼

玉
で
は
県
内
の
横
の
つ
な
が

り
が
弱
い
問
題
が
浮
上
し
、

解
決
の
た
め
に
越
谷
に
海
を

作
る
と
い
う
無
謀
な
計
画
を

立
て
ま
す
。
そ
の
た
め
に
和

歌
山
県
白
浜
の
美
し
い
砂
が

必
要
と
埼
玉
解
放
戦
線
の
仲

間
は
船
で
向
か
い
ま
す
。
し

か
し
、
関
西
は
大
阪
府
知
事

と
京
都
、
神
戸
両
市
長
の
支

配
下
に
あ
り
、滋
賀
や
奈
良
、

和
歌
山
の
解
放
戦
線
の
仲
間

と
一
緒
に
闘
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
闘
い
の
カ
ギ
を
握
る

の
は
近
畿
の
水
が
め
琵
琶
湖

と
な
り
ま
す
が
…
。
引
き
続

き
、
麻
実
麗
（
Ｇ
Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｔ
）や
壇
ノ
浦
百
美（
二
階
堂

ふ
み
）
を
は
じ
め
埼
玉
＆
千

葉
解
放
戦
線
の

メ
ン
バ
ー
が
登

場
。「
と
び
だ

し
と
び
太
」
の

活
躍
も
見
も
の

で
、
と
に
か
く

笑
え
ま
す
。
11

月
23
日
よ
り
全

国
劇
場
公
開
。

　2023年10月１日から医療共済給付で安静休業期間の計算方
法が少し変更になりました。対象日数は今まで通り連続７日
間以上ですが、入院日を安静休業と読み替えて入院日＋安静
休業日、または入院日、安静休業日別々に計算した場合、ど
ちらか共済金の多い方から支払われることになります。例え
ば入院４日、安静休業５日の場合だと医療１口入院４日で
2000円になりますが、入院を安静休業と読み替えれば合計９

日が安静休業日になるので共済金は2250円となり、入院だけ
の給付申請よりも多くなります。なので安静休業日が７日に
達しないので給付の申請はやめておこうではな
く申請の日数に達していなくても入院＋安静休
業が７日以上になるなら必ず申請をあげてくだ
さい。全労連共済は、加入者の利益を一番に考
える立場で制度改正などを進めていきます。

医労連耳原病院労組・秋闘に向けた職場集会

自治労連賃金確定闘争に向けた自治体申入れ行動

化学一般小太郎漢方製薬支部秋闘の要求提出行動

【とき方】二重カッコをアルファベット順
に並びかえてください。あらわれた言葉・
成句・詩歌が答えです。
一部の文字は濁点に読み替えてください。

ヒ
ン
ト　

平
和
を
願
う
人
々
の
思
い

で
す
。

出
題
＝
山
本
汎
昭

10
朝
発
行
す
る
新
聞
。
夕
刊

の
対

12
相
撲
の
準
備
運
動
で
〜
を

踏
む

13
欧
州
っ
て
ど
こ
の
こ

と
？

14
投
球
で
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
の

こ
と

16
生
駒
山
地
南
部
に
あ
る

山
。
縁
起
絵
巻
で
有
名

18
新
し
い
手
段
。
あ
ら
て
。

〜
の
詐
欺

20
あ
る
地
点
と
あ
る
地
点
と

の
間
。
乗
車
〜
、
駅
伝
の

〜
記
録

22
戦
争
。
応
仁
の
〜

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
字
句
を
さ
ま
ざ
ま
に
考
え

練
る
こ
と

❹
花
が
開
く
こ
と
。
文
明
〜

❼
１
フ
ィ
ー
ト
は
12
〜

❽
初
め
て
見
る
こ
と
。
楽
譜

を
〜
演
奏
す
る

❾
弓
で
見
事
〜
の
中
心
を
射

抜
く

10
ま
ち
。
市
〜
村

タ
テ
の
カ
ギ

❶
ね
む
け
。
〜
に
お
そ
わ
れ

る
❷
か
く
ま
う
こ
と
。
犯
人
を

〜
す
る

❸
東
風
、
何
と
読
む
？

❹
〝
夏
の
扉
〞〝
プ
レ
イ
バ

ッ
ク
パ
ー
ト
２
〞
…
若
者

に
も
人
気
の
昭
和
〜

❺
猿
沢
・
鴻
・
血
・
不
忍
〜

❻
冬
の
寒
い
風
。
〜
吹
き
す

さ
ぶ

❽
大
は
〜
を
兼
ね
る

11
に
が
笑
い

13
何
か
〜
か
九
日
十
日

15
亀
の
〜
よ
り
年
の
〜

16
海
。
〜
・
フ
ー
ド

17
パ
ー
が
紙
な
ら
グ
ー
は

19
会
議
の
内
容
を
記
し
た
記

録
21
芝
居
・
風
景
等
を
見
物
す

る
こ
と
。
〜
席
、
〜
車

23
小
説
家
に
同
じ

24
文
の
切
れ
目
に
打
つ
記
号

25
食
べ
残
し
の
食
物
。
〜
を

あ
さ
る

　

９
月
号
の
答
え
は
「
カ
イ

ケ
ン
カ
ジ
ノ
ス
ト
ッ
プ
（
改

憲
カ
ジ
ノ
ス
ト
ッ
プ
）」
で

し
た
。
応
募
数
は
ハ
ガ
キ
15

通
、
メ
ー
ル
83
通
、
合
計
98

通
で
し
た
。
次
の
10
人
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま

す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

川
端
宏
江
（
高
石
市
職
労
）、

加
藤
真
弓
（
堺
市
職
労
）、

平
木
忍
（
貝
塚
市
職
労
）、

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏名･組合
名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034　大阪市北区錦町2-2 
　　　　国労大阪会館1Ｆ 大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉12月25日（月）
　　　　〔発表は１月号〕
〈賞品〉 正解者の中から抽

選で10人に図書カ
ードを贈ります

奥
正
行
（
大
障

教
）、
増
尾
能

宏
（
府
高
教
）、

田
中
伸
一
（
大

障
教
）、渡
鍋
一

也
（
福
保
労
）、

井
村
岳
史
（
野

村
製
作
所
支

部
）、
牧
野
光

洋
（
国
労
大

阪
）、
高
橋
雅

人
（
地
域
労
組

と
う
な
ん
）
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た
だ
い
ま
、
秋
季
年
末
闘
争
真
っ
最

中
。
民
間
職
場
で
は
、
年
末
一
時
金
な

ど
の
要
求
を
提
出
し
て
の
交
渉
、
公
務

職
場
で
は
、
今
年
の
夏
に
出
さ
れ
た
人

事
院
勧
告
に
基
づ
い
た
賃
金
確
定
闘
争

が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
と
り
く
ま
れ
て

い
ま
す
。
23
春
闘
で
は
平
均
６
０
０
０

円
台
の
賃
上
げ
を
実
現
さ
せ
ま
し
た

が
、
物
価
高
騰
で
生
活
改
善
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
民
間
単
産
で
は
「
春
闘

な
み
に
ス
ト
を
構
え
て
秋
闘
を
進
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
回
答
が
前
進
す
る
職

場
も
出
て
い
ま
す
。
生
活
改
善
が
で
き

る
よ
う
な
一
時
金
や
賃
上
げ
を
粘
り
強

く
進
め
、
２
０
２
４
国
民
春
闘
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。

　

物
価
高
騰
は
、
特
に
最
賃
近
傍
で
働

く
非
正
規
雇
用
労
働
者
に
打
撃
を
与
え

て
い
ま
す
。
大
阪
労
連
で
は
企
業
内
最

賃
引
き
上
げ
の
と
り
く
み
と
と
も
に
、

均
等
待
遇
の
実
現
に
向
け
て
、
す
べ
て

の
労
働
者
に
一
時
金
の
支
給
を
求
め
る

「
ボ
ー
ナ
ス
ゼ
ロ
な
く
せ
！
非
正
規
差

別
Ｎ
Ｇ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。

　

各
職
場
で
も
一
時
金
ゼ
ロ
を
な
く

し
、
格
差
是
正
な
ど
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
な
い
春
闘
を
め
ざ
し
、
要
求
実
現
に

向
け
て
当
事
者
が
声
を
上
げ
て
た
た
か

う
こ
と
が
重
要
で
す
。「
労
働
組
合
に

入
っ
て
、
労
働
条
件
を
改
善
さ
せ
よ

う
」
と
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
、
仲
間

を
ふ
や
し
て
要
求
を
前
進
さ
せ
る
こ
と

を
重
点
に
２
０
２
４
春
闘
に
勝
利
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

物
価
高
騰
に
負
け
な
い

物
価
高
騰
に
負
け
な
い

一
時
金
や
賃
金
を
勝
ち
取
り

一
時
金
や
賃
金
を
勝
ち
取
り

２
０
２
４
春
闘

２
０
２
４
春
闘
にに
つ
な
げ
よ
う
！

つ
な
げ
よ
う
！


